
 施策評価シート【施策体系外】 

【企画政策部】 

 目標 結果 

●平塚市行財政改革計画（2016-2019）に基

づき、厳しい社会経済情勢の中で健全な財政

運営を図るため、民間活力の活用など効率

的・効果的な行政運営に向けた取組を推進し

ます。 

 

 

●「選ばれるまち・住み続けるまち」の実現

に向けて、「平塚市シティプロモーション指

針」や「ブランディング戦略」に基づきシテ

ィプロモーションを展開し、本市のイメージ

向上を図ります。 

 

 

 

 

●各課が所有する市民の日常生活や事業者

の経済活動に役立つ統計情報や地理情報を

オープンデータとして整備・公開するととも

に、地理情報については、公開型地理情報シ

ステムにより視覚的に分かりやすい情報と

して公開します。 

 

 

●庁舎及び文化ゾーン駐車場の有料化によ

る供用開始に向け、関係課及び関係機関等と

連携し、諸課題の解決に努め、効率的で公平

な駐車場運営を図ります。 

●平塚市行財政改革計画（2016-2019）に位

置付けた「民間活力活用事業」において、「民

間活力活用方針」を策定しました。市民課窓

口業務やごみ収集業務など、検討対象である

16 業務のうち９業務について民間活力を活

用することとしました。 

 

●平成 29 年度は来街促進をテーマに、イン

スタグラムや WEBマガジン、雑誌、大型街頭

ビジョン等での魅力発信の他、なぎさプロム

ナードでの市内商業者と連携したマルシェ

イベントの開催や市内アーティストと連携

した地下道ミュージアムの開設、湘南平への

恋人たちのモニュメント設置等の取組を実

施し、イメージの向上を図りました。 

 

●子育て関連情報などをオープンデータと

して整備・公開するととに、これらの情報も

活用して、子育てマップや各種ハザードマッ

プなどの市民生活に役立つ情報と、都市計画

規制図や道路台帳などの事業活動に必要な

情報を 34 種類の地理情報として整備し、公

開型地理情報システムにより公開しました。 

 

●市役所及び文化ゾーン各駐車場は、プロポ

ーザルで選定した駐車場事業者に使用許可

を与え、有料化に係る機器等の設置・維持管

理・運営等を実施する方法により、平成 30

年 1月 4日から供用を開始しました。 

 

 

 

 

 

 



【総務部】 

 目標 結果 

●市民の視点に立ち、既存の考えにとらわれ

ず、未来を切り拓くことができる職員の育成

を目指し、研修を実施します。 

 

 

 

●２期工事中の新庁舎を完成させ、部署移転

を実施することで、耐震性の不安や分散化や

狭あい化の解消、市民サービスの向上を図り

ます。 

 

●新庁舎２期工事の完成に合わせ食堂・売店

を設置することで、市民の利便性向上を図り

ます。 

 

●公平性、公正性、透明性の理念に基づき、

公共工事や物品及び委託の適正な契約執行

を推進します。併せて入札制度の改善を行い

ます。 

 

 

●税収の確保及び納税者の利便性向上を図

るため、インターネットを利用した市税のク

レジットカード収納を平成 30 年度から実施

するために、税システムの改修など導入準備

を進めます。 

 

●地方税法に基づき、公正、公平な課税を行

います。また、税制改正に対し、適切に対応

します。 

●働き方改革の実現やコミュニケーション

力の向上、全体最適を意識した職務遂行力の

発揮に向け、市民の視点に立ち、既存の考え

にとらわれず、未来を切り開くことができる

職員を育成するための研修を実施しました。 

 

●新庁舎が完成し、耐震性の不安や分散化、

狭あい化が解消されました。 

 

 

 

●新庁舎内にレストラン、コンビニエンスス

トアを設置し、市民サービスの向上を図りま

した。 

 

●公平性、公正性、透明性の理念に基づき、

公共工事や物品及び委託の適正な契約を執

行しました。また、入札制度の改善として、

総合評価方式のガイドラインを改定しまし

た。 

 

●インターネットを利用した市税のクレジ

ットカード納付実施に向け、税システムの改

修や連携テスト、案内チラシの作成など準備

を行いました。 

 

 

●地方税法に基づき、公正、公平な課税を行

いました。また、税制改正に適切に対応しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【公営事業部】 

 目標 結果 

●一般会計への繰出金を確保するために、車

券売上目標の達成を目指します。 

 

 

●入場者数の増加を図るとともに、インター

ネット販売等により、顧客拡大を目指しま

す。 

 

●事業を安定的に継続するため、経営の効率

化を進め、収益率の向上を図ります。 

 

 

●施設整備の基本方針に基づき、メインスタ

ンド等の整備を完了するとともに、その他必

要な施設整備に取り組みます。 

 

 

 

●競輪事業に対する理解を深めるため、市民

に開かれた親しみやすい競輪場を目指しま

す。 

●車券売上目標は達成できませんでしたが、

予定どおりの３億円の繰出金を確保しまし

た。 

 

●平成 29年度の入場者数は、148,786名で、

前年度比 103.2％となりました。 

 

 

●入場者数に見合うように使用する施設を

集約しスリムな運営を行い、経営の効率化を

図りました。 

 

●メインスタンドは、平成 29 年６月に完成

しました。また、エントランスエリアの整備

としてキッズルームの開設や、テント下ステ

ージの改修を行い、天候に左右されずイベン

ト等を楽しめる環境を整えました。 

 

●11 月に湘南ベルマーレのＪ２優勝祝賀会

を開催し約1,500人のサポーターが来場しま

した。また、平成 30年３月 11日にバイシク

ルフェスティバルを開催し約5,000人の来場

がありました。 

【健康・こども部】 

 目標 結果 

●公立保育園の給食調理業務を委託（２園）

します。また、公立の認定こども園を開設し、

より多くの児童を受け入れます。 

●平成 29 年４月から南原保育園と若草保育

園の給食調理業務を民間事業者に委託しま

した。また、港幼稚園と須賀保育園を統合し

た公立の認定こども園「港こども園」を平成

29年４月に開設し、定員増を図りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【まちづくり政策部】 

 目標 結果 

●「都市マスタープラン」のまちづくりの目

標と将来像を実現するため、市民・事業者・

行政が相互に連携し計画的なまちづくりを

推進するとともに、現計画策定以降の社会情

勢等の変化に対応するため、津波対策や環境

面などの考え方を整理した一部改訂に取り

組みます。 

●平成 28 年度実施したパブリックコメント

手続結果を踏まえ、都市計画審議会での意見

聴取や庁内手続き等を経て、都市マスタープ

ラン（第２次）の将来像を実現するため必要

な方針を追加し、本冊を補完する役割として

都市マスタープラン（第２次）別冊を平成 29

年 10月に策定しました。 

【都市整備部】 

 目標 結果 

●平塚市営住宅ストック総合活用計画【第２

期】に基づき、建物の長寿命化や居住環境の

向上を図るため、市営住宅の改修を進めま

す。 

●建物の長寿命化や居住環境の向上を図る

ため、田村宮の前住宅の住棟改修工事や出縄

中谷戸住宅の水道直結工事を実施しました。

また、低所得で子供の養育に負担がかかる世

帯に対し住宅面から支援するため、田村宮の

前住宅の４戸を期限付き子育て世帯専用住

宅として改修しました。 

【土木部】 

 目標 結果 

●下水道事業における中長期的な経営の基

本計画である経営戦略を策定するため、準備

作業を進めます。 

●経営戦略を策定するにあたって、策定の基

本方針（案）を作成したほか、下水道事業に

おける現状分析と財政シミュレーションに

着手しました。 

【会計課】 

 目標 結果 

●出納機関として、審査・支払事務の適正か

つ確実な執行に努めます。 

 

●安全な公金管理を図るため、社会経済の変

化を把握するとともに、会計事務に係る情報

及び金融情報等の収集に努めます。 

 

●財務会計システムの円滑な遂行に努めま

す。 

●出納機関として、審査・支払事務の適正か

つ確実な執行に努めました。 

 

●安全な公金管理を図るため、社会経済の変

化を把握するとともに、会計事務に係る情報

及び金融情報等の収集に努めました。 

 

●財務会計システムの円滑な遂行に努めま

した。 

 

 

 

 

 



【議会事務局】 

 目標 結果 

●本会議、委員会の円滑かつ適切な運営のサ

ポートをします。 

 

●議会の活動を市民に分かりやすく伝える

よう取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

●議会の会議運営や議長及び議員に係る事

務を的確に処理します。 

●各定例会、臨時会において瑕疵のない議会

運営を行いました。 

 

●CATV 及びインターネットによる会議内容

の放映（本会議）、また、会議録の作成及び

市ホームページでの公開などにより、議会情

報の提供を図り市政への関心を高めること

に努めました。議会だより 200号発行記念展

示を実施するなど市民に分かりやすい議会

広報を効果的に行いました。 

 

●議員の庶務的なサポートを適切に実施し、

議員が議会活動しやすい環境づくりに取り

組みました。政務活動費の適正な支出を確保

する取り組みを行うとともに、その支出の透

明性確保策として市ホームページで各議員

の政務活動費収支報告書等の公開を始めま

した。各種議長会の活動に参加し、諸課題等

に関する情報交換等を行い議会運営に役立

てることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【選挙管理委員会】 

 目標 結果 

●公職選挙法その他関係法令に基づき、各選

挙が効率よく執行できるよう準備を行いま

す。 

 

 

 

●開票時間の短縮等、選挙事務の効率化の研

究を行います。 

 

 

 

 

●選挙啓発活動を通じ、有権者の政治、選挙

への意識の高揚を図ります。 

●平成 30年 12月に任期満了となる衆議院の

総選挙に向けて、各担当者の業務知識の向

上、業務の見直し等の準備を行い、平成 29

年 10月に執行された第 48回衆議院議員総選

挙を的確に管理執行しました。 

 

●投票済証明書の簡略化、開票事務における

票の分類方法の見直しなど選挙事務の効率

化を図り、平成 29年 10月に執行された第 48

回衆議院議員総選挙を的確に管理執行しま

した。 

 

●平塚市明るい選挙推進協議会と連携し、街

頭啓発活動や啓発標語募集など各種啓発活

動を行いました。また、若年層有権者の選挙

への関心を高めるため、新有権者へバースデ

ーレターの送付、選挙出前授業、模擬投票な

どを行いました。さらに、平成 29年 10月に

執行された第 48 回衆議院議員総選挙におい

て、投票率向上のため各種選挙啓発活動を行

いました。 

【監査委員事務局】 

 目標 結果 

●監査等実施計画に基づく定期監査、現金出

納検査、決算審査等について、監査委員によ

る監査が円滑に執行されるよう、的確に補助

を行います。 

 

●平成 28 年度より地方公営企業法の適用と

なった下水道事業について、今年度初めて決

算審査を行うこととなるため、審査方法等を

検討し適正に実施します。 

 

●財務事務の適正性、行政執行上の効率性や

有効性等の監査精度向上を図り、公営企業会

計等の検証に適切に対応するため、事務局職

員の能力向上に努めます。 

●定期監査、現金出納検査、決算審査等につ

いて、職員調査を的確に行い、年間計画どお

り監査を実施しました。 

 

 

●地方公営企業法の適用となった下水道事

業について、決算審査を適正に実施しまし

た。 

 

 

●専門的研修への参加等により、職員の能力

の向上を図りました。 

 

 



【消防本部】 

 目標 結果 

●消防指令センターに整備した各種装置及

びシステムにて、的確かつ迅速な部隊選別や

出場指令業務が行えるよう、維持管理を徹底

し、安定的な運用を図ります。 

●新庁舎２期工事の完成に伴い、消防指令セ

ンターの未整備部分の工事が完了し、消防指

令業務を効率的に運営する体制が整いまし

た。また、消防指令センター業務の運用要綱、

要領等を整備して安定的な運用を図りまし

た。 

【病院事務局】 

 目標 結果 

●将来構想に基づく取組を着実に進めるこ

とにより、経営改善を図り、病院運営の健全

化を目指します。 

 

 

●診療報酬の加算等を取得し、引き続き収益

の確保に努めます。 

●将来構想に掲げた救命救急入院料などの

各種施設基準の取得による収益確保及び価

格交渉の強化、後発医薬品の使用促進などの

支出抑制により、経営改善に努めました。 

 

●平成 29年７月に救命救急入院料、平成 29

年８月に総合入院体制加算を取得し収入の

増額を達成しました。 

 


